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平成 26年 9月 25日 

報道関係各位 

福生市職員が青年海外協力隊（カメルーン）での任務を終了 

福生市職員として帰任します 
 

福生市職員・田嶋祐太朗は、「自己啓発休業制度」を使い、青年海外協力隊として平成 25 年 1

月からカメルーン共和国に派遣されていましたが、任務を終え、9 月 30 日（火）から福生市

職員として職場復帰します。なお、当日は復職辞令交付式を行います。 

 

■カメルーンでは現地の人々の生活改善に取り組む           

▼派遣先 

アフリカ、カメルーン共和国 西部州バンブトス県ンブダ郡ガリム ガリム・コミュニティ教育・開発セン

ター (日本からは、首都ヤウンデまで約 24 時間。ガリムまではさらに北西 350km) 

▼派遣先での仕事内容 

村落開発普及員として、現地の農業・農村開発省に派遣され、住民の生活改善を目的とした活動を

行う。 

〈行った事業等〉 

・換金作物の普及活動として、ネリカ米の栽培、きのこ栽培 

養鶏の普及活動等を行った。 

 

■復職辞令交付式を行います        

〈日時〉9 月 30 日（火）午前 9 時 10 分から 

〈場所〉福生市役所第一棟４階 応接室 

 

〈プロフィール〉 

田嶋祐太朗 （たじま ゆうたろう） 28 歳。平成 25 年 1 月から平成 26 年 9 月まで、青年海外協力隊

員として、自己啓発休業で福生市職員としての籍は残したまま、海外ボランティア活動に参加。 

 

【問合せ】職員課職員係 042-551-1511（内線 2332） 


